
労務室  早川 強 様 

導 入 事 例 

ブックオフコーポレーション株式会社様 

ソリューション ： 「ｅ-給与明細」 
 

業務効率化と社員サービス向上を目指して給与明細書を電子化。1,000 名を
超える全国の従業員への明細書配布業務のスピードアップに貢献。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国約 1,000 店舗の中古書店「BOOKOFF」をチェーン展開する、新古書店の草分け的存在かつ業界
最大手の企業です。現在では、中古本・CD・DVD・ゲームソフト等だけでなく、洋服・ブランド品・
生活雑貨等のリサイクル商材を取り揃える複合店「BOOKOFF SUPER BAZAAR」・「BOOKOFF PLUS」 や、
インターネットを活用した買取・販売など、幅広くビジネスを展開しています。 
「リユース社会のインフラ」を目指すブックオフコーポレーション株式会社では、社内帳票の電

子化によるペーパーレス化にも積極的に取り組んでいますが、「ｅ-給与明細」導入にあたって、給
与明細書の電子化に踏み切った経緯や導入後の効果等についてお話をお聞きしました。 
 

■ 「ｅ-給与明細」導入までの経緯を教えて下さい 

 まず長年使っている機材の物理的問題がありました。毎月

大量の明細書を印刷することでプリンタの劣化が早く、保守

によるコストと時間的な制約が問題となっていました。また、圧

着機のトラブルによる再印刷も多く、時間がかかる原因となっ

ていました。 

全国の店舗に配送する際にも問題はありました。交通事情

等により配布日に間に合

わないことがあり、社員の

皆さんには迷惑をかける

ことがありました。手作業

で仕分け・袋詰めを行っ

ているため、ダブルチェ

ックをしていても、ヒュー

マンエラーをゼロにする

ことはできず、担当者の

心理的な負担もかなりの

ものでした。これらの課題

をどうにか解決できない

かという思いが強く、給与明細書の電子化はかねてより検討

を進めていました。 

 

■ 「ｅ-給与明細」の選定理由は何ですか？ 

 製品選定にあたっては ASP サービスやパッケージソフトの

調査をしてきました。ASP サービスは一人当たりの単価で計

算されるので、当社のように社員が多いと費用対効果が薄い

と判断しました。パッケージソフトは、豊富な機能を備えてい

る製品が多く便利そうでしたが、かゆい所に手が届かない印

象があり、決め手に欠けました。 

 「ｅ-給与明細」は希望していた機能を備えていたことはもち

ろん、当社で利用している人事・給与システム「SuperStream※」

と連携できることが大きなポイントでした、電子化するにあたっ

て、新たな負担が増えてしまっては意味がないので、データ

連携時の操作性はとても重要でした。 

 また、社員のＩＴスキルに差があるので、操作が複雑でない

ことも重視していました。「ｅ-給与明細」はシンプルな操作で、

社員への説明が簡単そうだということも理由の一つでした。 

 導入にあたり、不安に思っていることや気になることも気軽

ブックオフコーポレーション株式会社 
http://www.bookoff.co.jp 

業 務 内 容：中古書店「BOOK OFF」の展開と、

新規中古業務の開発・運営・加

盟店経営指導  

住   所：神奈川県相模原市 

設   立：1991 年 8 月 1日 

資 本 金：3,652 百万円(2014 年 5 月) 

社 員 数：1,075 名(2014 年 3 月) 

上 場 市 場：東京証券取引所市場第一部 

代 表 者：代表取締役社長 松下展千 

店 舗 数：直営店  420 店 

      FC 加盟店 529 店 

 

 

※SuperStream はスーパーストリーム株式会社の登録商標です 



IT 統括部ｼｽﾃﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ 

運用ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾁｰﾑ  橋山 清人 様 

労務室  小森谷 麻美 様 

に相談でき、カスタマイズの要望にも柔軟に対応して頂いた

ことも採用の大きな要因となりました。 

 

■導入に際して苦労したことはありますか？ 

 一番の懸念材料はマスタでした。マスタがうまく連携できな

いシステムは、変換プログラム等の追加や内製という工夫が

必要ですが、 「ｅ-給与明細」は「SuperStream」との連携がス

ムーズなので、導入することで新たな負担が増えることはあり

ませんでした。早い段階で、最小限の労力で運用できること

が分かったので、とくに苦労や心配事はありませんでした。 

 ただ、全国に拠点があるので、給与明細書を電子化するこ

とや「ｅ-給与明細」の利用方法等について説明に回る必要が

あり、ＩＴリテラシーの差がある中でどのように説明し理解して

もらうか悩みました。 

 IT 統括部としては、Amazon Web Services（AWS）の利用を

検討していたこともあり、ちょうどよい機会となりました。既存シ

ステムをAWSに切り替えるのはリスクが大きすぎたので、新規

導入する「ｅ-給与明細」をＡＷＳに構築するという試験的な取

り組みでもありました。

初めての試みというこ

とで不明な点、確認が

必要な点も多く、調査

に時間がかかりました。

いろんなベンダーと調

整しながら構築を進め

ていかなければならな

かったので大変でした

が、今後 AWS 利用を

進めていく上でよい勉

強になりました。 

 

■導入後の社員の皆様の反応をお聞かせください 

 社風として、明細書を配布する際には、店長が直接社員に

手渡しで感謝の気持ちを伝えるという行為を大切にしていた

ので、給与明細書を電子化することで、そういった機会がなく

なることを問題視する声もありました。しかし、導入後はネガテ

ィブな意見を聞くことはほどんどありませんでした。店舗が大

型化しスタッフも増えてきたことで、確実に給与明細書を渡せ

ないことを危惧したり、他のことできちんとコミュニケーションを

とっているので給与明細書が電子化されることはそれほど問

題ではない、という理由もあるのでしょう。 

店舗に所属せず出張が多い社員もいますので、実際に支

給日に給与明細書を渡せないこともあります。店長の気持ち

としては、感謝の気持ちは日々伝えているので、確実に渡せ

る方が望ましい、というのが本音のようです。 

 操作がシンプルで、ＩＴスキルが低い社員でも抵抗なく利用

できたことも好印象だったようです。世の中がこういった流れ

になってきているということも自然に受け入れられた理由かも

しれません。 

 

■導入効果はありましたでしょうか 

 印刷から袋詰め、そ

して配送と、全ての作

業を想定して支給日

から逆算し、作業を始

めなければなりません

でした。そのためには

数字の確定を早めに

しなければならない、

といった時間との闘い

が毎月ありましたが、

今後は最短で数十分

で作業が完了するの

で、人件費・輸送費はもちろんのこと、心理的な負担が大幅

に減りました。 

 また、全国の店舗に発送する明細書を袋詰めする際には

広いスペースが必要で、毎月会議室を確保するのに苦労し

ていましたが、そういった調整も不要になる点も助かります。 

 配布日に出勤しているとは限らないので、出勤した際に確

実に渡さなければならない、といった店長のプレッシャーも軽

減されたようです。稀に所属先と配送先が異なるイレギュラー

な例もあり、誤配送によるトラブルが回避できる点も大きな効

果だと思います。 

 

■今後の抱負をお聞かせください 

 現在は約 1,000 名の正社員が対象ですが、2015 年度中に

は全スタッフ（約 10,000 名）に展開したいと考えています。 

 とくにインターネットでの買取・販売を行っている「ブックオ

フ・オンライン」では、約600名のスタッフが在籍しており、こち

らからまとめて送付した明細書をさらに仕分け・袋詰めしてい

るので、2015年4月から試験導入するための準備を進めてい

ます。 

 

－ブックオフコーポレーション株式会社ご担当者の皆さん、

貴重なご意見・ご感想ありがとうございました。 

 

 

キッセイコムテック株式会社 
〒390-1293 長野県松本市和田 4010-10 

TEL 0263-40-1122 FAX 0263-48-1052 
✉  kc-ss@comtec.kicnet.co.jp 


